
津山文化センター竣工60周年記念事業

「文化を刻む建築と人々」

2025 SAT11/15
参加プログラム

■主 催／津山文化センター
■後 援／津山市・山陽新聞社・津山朝日新聞社・テレビ津山

The 60th 
Anniversary Project

202511月15日（土）～23日（日）

稲葉 なおと

Naoto Inaba

•津山市みらい戦略ディレクター
•紀行作家
•一級建築士

〈プロフィール〉
紀行作家・一級建築士。東京工業大学工学部建築学科卒業後、長編ホテル旅行記でJTB紀行文学

大賞奨励賞受賞し作家デビュー。その後、ノンフィクション、小説、児童小説、写真集を通じて国内外

の建築の魅力を掘り起こす。

永年に及ぶ建築文化発展への貢献により日本建築学会文化賞受賞。

◆時間/全団体10:00～15:00
◆場所/津山文化センター展示・リハーサル室
◆お茶席券〈600円〉

■主　催／津山城もみじまつり実行委員会
■事務局／津山市観光協会 TEL.0868-22-3310 津山市観光協会公式HP

http://t-arts.or.jp/Anniversary2025.html
お問い合わせ
見学会申込

休館日
毎週木曜日

津山文化センター  TEL.0868-22-7111　
〒708‐0022　岡山県津山市山下６８   E-mail ： bunka-c@tvt.ne.jp

津山文化センター

稲葉なおと書籍販売＆サイン会

開催
日時

１１月１５日土16日日  9時～17時30分
※サイン会は両日とも１５時３０分～１７時～です

会場／東エントランス販売コーナー

2017年の凱旋ライブ看板を背景に、伝説のライブ会場・津山文化センターと
ともに記念撮影ができます。

１１月１５日土 １6日日 
凱旋ライブ看板を特別展示この日

だけの

『ものがたりの街 津山』刊行記念

津山が誇る建築と人の物語
記 念
講演会
〈演題〉

◆会 場：津山文化センター 大ホール ◆１３時３０分～１５時
※お申し込み方法：電話または公式サイトのメールフォームからお申し込みください

参加無料

要事前申し込み

事前申し込みが必要なものについては ホームページの
メールフォームまたは津山文化センターにお問合せください。！

開催
日時

１１月１５日土 〈15時30分～17時〉
１１月１6日日 〈1回目〉10時～11時30分〈2回目〉15時30分～17時
※事前申し込みが必要です（各回40人まで）
※お申し込み方法：公式サイトのメールフォームからお申し込みください

館内特別見学会・撮影会この日
だけの

この日だけの見学ポイントのご案内及び各ポイントでの撮影会を実施します。

要事前申し込み 参加無料

同
時
開
催

11/15　遠州流茶道岡山支部
11/16　表千家流　児童・生徒・学生席
11/22　茶道裏千家淡交会津山支部
11/23　煎茶道小笠原真流みやび会



津山文化センター竣工60周年記念事業

「文化を刻む建築と人々」

2025 SUN11/16

http://t-arts.or.jp/Anniversary2025.html
主　催

お問い合わせ
津山文化センター  TEL.0868-22-7111　
〒708‐0022 岡山県津山市山下６８  E-mail ： bunka-c@tvt.ne.jp

津山文化センター休館日
毎週木曜日

白石 齊の記憶でたどる

津山文化センターの知られざる歴史
記 念
セミナー

Special
Seminar

◆会 場：津山文化センター 大ホール ◆１３時３０分～１５時
※お申し込み方法：電話または公式サイトのメールフォームからお申し込みください

参加無料

事前申し込みが必要なものについては ホームページのメールフォームまたは津山文化センターにお問合せください。！

要事前申し込み

〈ゲスト〉 ●白石　齊   ●稲葉 なおと  ほか

建設当時の物語を知る唯一の陶芸家

白  石    齊
•陶芸家 環境デザイナー 

岡山県津山に生まれる。
幼少より工作を好み１５歳より作陶に親しむ。 
東京サンケイ学園で日本で初めての陶芸教室「さんけい窯」で講師を勤める。  
在籍中に、ペルシャ美術展を見て、先史時代の磨研土器の造形に魅せられ磨研土器による形の
追求が生涯のライフワークとなる。 
津山文化センター、日野市役所、札幌市役所、東京ドームホテルなど、多くのパブリックな空間に
陶器による作品を作る。 
個展～札幌彫刻美術館での「手と土への誘い」、京王アウラホールでの「翻る地表」他多数。  
イタリア、ラベンナ市より招待。現地制作の作品「KAKEHASI」がラベンナ市美術館に展示されて
いる。 
作曲家、小内将人氏とのコラボレーション「風の方位陣」エッセイ集「町中が仕事場だった」津山朝
日新聞社刊。 
白石孝子との共著「どこでもアトリエ；何でも道具」双葉社刊がある。 
第一回芦原義信賞受賞　
2019 年（令和元年）廣榮堂中納言本店に「苔の庭」 「竹の庭」を制作 

Hitoshi
 Shiraisi

The 60th 
Anniversary Project

参加プログラム

2025 SAT11/8 SUN16 9時～17時
会場／津山文化センター 3階

〈観覧無料〉
※作品の販売もおこないます。白石 齊作品展

「凹の暮らし ～白石齊・陶と空間と陶～」
岡山県立大学学生による白石齊パネル展同時開催


